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京都

京都労福協 第61回 定期総会開催
労働者の福祉要求の実現をつうじて、労働者、家族の生活の向上と
安定をはかり、真に、平和で豊かなくらしを保障する社会を創る。

５月25日、ラボール京都２F大ホール
に於いて、「連帯・協同で安心・共

生の福祉社会をつくろう」をスローガン
に、第61回定期総会を開催致しました。
　総会は廣岡副会長の開会挨拶で始ま
り、議長に連合京都の土渕副事務局長
を選出、来賓には京都府より、小山哲
史、商工労働観光部雇用政策監、京都
市より、中西朋子、文化市民局共同参
画社会推進部部長にご臨席いただき、
知事・市長の祝辞を頂きました。
　主催者を代表して、橋元信一会長よ
り、「第61回京都労福協定期総会にご
参加頂いた、代議員・傍聴の皆様、ま
た、ご多用の中、本総会にご臨席頂き
ました、京都府・京都市の御代表の皆
様に京都労福協を代表し心から感謝申
し上げたい。
　私たち労福協は、この一年間様々な
活動を展開してきた。東日本大震災の
被災地・福島県への支援活動は、２年
目を迎えたが、まだまだ復興には至っ
ていないと思う。昨年は被災者で、避
難生活を実際にしていた方からお話を
伺うことができたが、震災当時から子
どもが病院で診察を受けられなかった

り、現在でも避難先の住民から住宅・
土地の購入をめぐり差別を受けている
実態がある。震災以前にはなかった多
くの新たな問題が発生している。今年
度も福島県への支援活動を実施するが、
是非、多くの方々に参加して頂き、現
地を見て、心で感じ、私たちはこれか
らどうあるべきかを考えて頂きたい。
　労福協に結集する労働組合・事業団
体、更には行政も含め力を合わせて社
会の課題解決に向け取り組みを進めて
いかなければならない。
　京都労福協は、福島県への支援に止
まらず、多くの活動を展開しているが、
労福協運動があまり知られることが無
く、メジャーになっていないのが実態
である。
　今後も、社会状況に応じた活動・地
区労福協も含め地域社会に根ざした活
動をさらに展開する必要がある。
　また、ここにおられる労働組合の皆
さんには、今春闘において団体交渉等
を含め、粘り強く闘っていただき、全
体的には一定の成果は得られたと思っ
ている。
　しかし、長期間賃上げがされなかっ
た時期があり、ここ数年賃上げされた
としてもそれは景気回復にはなかなか
結びつかず、個人消費が延びない状況
にある。個人消費を延ばすためには、
やはり春闘での賃上げが重要である。
更には、非正規労働者が多い事もその
大きな要因で、非正規労働者を正規の
労働者に変え、労組の枠内に取り入れ

ることが労
働組合に求
められる大きな役割である。
　これから国の方では、労働力人口の
減少や長時間労働・残業などの悪しき
慣習が生産性の低下をまねいていると
し、働き方改革の議論が進められよう
としているが、これは一億総活躍社会
の実現に向けた最大のチャレンジであ
り、日本の企業や暮らし方の文化を変
えるものである。企業中心の改革では
なく、女性も男性も、高齢者も若者も、
障害や難病がある人も、一人ひとりの
ニーズにあった労働者中心の改革でな
ければならない。
　生産性向上や経済成長だけを優先す
ると、労働者の生活の質は更に悪化す
ると考えている。
　労福協のライフサポートセンター事
業では、このような労働者・生活者か
ら多くの分野にわたっての相談を受け
付け、解決に向け努力を重ねているが、
その必要性は増している。今後も労福
協運動をさらに発展させて行きたいと
思いますので、引き続きの協力をお願
いしたい」と挨拶がなされました。
　引き続き、議案審議に入り、2016年
度活動・会計・会計監査報告を満場一
致で承認の後、2017年度活動方針・予
算案・役員の補充・功労者表彰・スロー
ガン採択が提案決定され、第61回定期
総会を終了しました。
　役員体制は以下の通りです。
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役 員

会　長	 橋元　信一
副会長	 廣岡　和晃
副会長	 池田　和弘
副会長	 笠井　清史
副会長	 山川　修司

事務局長	 村岡　和也
理　事	 岸本　　満
理　事	 庄野　英夫
理　事	 原　　敏之
理　事	 西　　央人

理　事	 河村　勝治
理　事	 池田　　豊
理　事	 佐古田　博
理　事	 松本　隆浩
理　事	 安井由美子

理　事	 高取　　淳
理　事	 手島　政和
理　事	 漕江　和郎

会計監査	 上尾　寅彦
会計監査	 山縣　哲也
会計監査	 古谷　　茂



８月２日（水）
９月６日（水）

地区労福協の総会報告

京都の生協の連合体が京都府生協連です

〒604-0857　京都市中京区烏丸通二条上る蒔絵屋町258番地
コープ御所南ビル４階
TEL.075-251-1551

京都府生活協同組合連合会

食の安全くらしの安心の
　　　　　実現をめざして

事務機器・
車リース・
旅行のことなら

京都府知事登録 第3-554号
全国旅行業協会（ANTA会員）

事務所所在地はラボール京都６階
（京都労福協内）
TEL 075-801-1501
FAX 075-802-4568

エル・ユニオン京都

きょうとライフサポートセンター

暮らしなんでも相談相談無料

京都府外の方、
携帯電話・IP電話の方は

０１２０-９６７-９７６
く ろう な く な ろ

TEL 075-842-5777
FAX 075-842-5778

相談時間 （平日のみ）午前10時～12時
午後１時～４時

府内どこから
でも無料！
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６月27日（火）、中央公民
館波多野記念室において、

綾部勤労者福祉協議会第37回定
期総会を開催しました。
　来賓に京都府中丹振興局商工
観光室・真下室長、京都労福協・橋元会長、村岡事務
局長、全労済・金丸支所長、連合中部地協・森川副議
長にご臨席いただきました。当日は綾部市長からもお
祝いのメッセージをいただきました。
　総会では、2016年度活動報告および会計・会計監査
報告、役員改選（案）、2017年度活動方針（案）・規約
改正（案）・予算（案）の提案が行われ、すべての議
案が満場一致で承認されました。
　2017年度は、昨年同様「連帯・協同で安心・共生な
福祉社会をつくろう！」のスローガンを掲げ取り組ん
でいきます。各種イベントやセミナー、自治体要請行
動など行うことによって勤労者の福祉向上に取り組ん
でいくことを確認し、閉会となりました。

南地区労働者福祉協議会　第27回定期総会が、６
月20日（火）18：30からジーエス・ユアサ労働

組合の会議室において開催されました。議長選出後、
南労福協会長の挨拶で定期総会が始まりました。短時
間の定期総会ではありましたが、参加された代議員の
協力のもと、全ての議案が真摯に協議され満場一致で
承認がされました。（①2016年度活動報告、②2016年
度決算、③2017年度方針（案）、④2017年度予算（案）、
⑤2017年度役員改選（案））
　役員改選では、京都市水道労組の牧野副執行委員長
が会長、三谷伸銅労組の大原執行委員長が副会長、朝
日レントゲン労組の彦阪執行委員が会計監査に新しく
就任し、2017年度体制がスタートしました。定期総会
の閉会にあたっては牧野新会長の就任挨拶で総会は終
了しました。

６月８日（木）、宮津歴
史の館において第46回

定期総会を開催しました。
　当日は、来賓として京都労
福協・橋元信一会長様、村岡
和也事務局長様、丹後地区労福協・近江裕之会長様に

綾 部 地 区

南 地 区

宮 津 地 区

ご出席いただきました。
　藤原高広・宮津地区労福協会長が、「共謀罪が国会
で審議され、心配を感じている面がある。安倍首相は
『働き方改革』を提起しているが、本当に改革になる
のか、注視していきたい。労福協の活動としては、丹
後とも連携を深め活動を強めていきたい」とあいさつ。
　橋元信一・京都労福協会長からは「労福協の活動の
あり方をいま協議している。社会情勢に合ったもの、
地域に顔の見える活動をしていきたい。社会貢献とし
て福島のボランティアを取り組んでいきたい。できる
限り各地区に出向き、地域の実情を伺い、各地区労福
協の活動を支援していく」との、お祝いのお言葉をい
ただきました。
　2016年度の活動報告と会計報告の提案、2017年度の
運動方針（案）と予算（案）の提案が行われ、いずれ
も全会一致で承認されました。また、2017年度役員の
改選が行われ、新体制が発足しました。
　今後１年間の活動として、自治体への要請、文化体
育事業、組織強化、労金活動の推進などの活動を強化
していくことを確認し、引き続き丹後地区労福協との
合同事業の開催、両労福協の合併も検討していくこと
を確認しました。

福知山地区労福協では、
6/14の夜に、中丹勤労

者福祉会館にて第14回の定期
総会を実施しました。
　当日は、京都労福協より橋
元会長・村岡事務局長、また福知山市市民人権環境部
の桐村部長に来賓としてお越しいただき、総会に花を
添えていただきました。
　議案では、活動報告・新年度の方針が承認されたほ
か、一部規程の改定案も承認され、無事新しいスター
トをきることが出来ました。
　役員も新体制となりましたが、今後も働く皆さんや
市民の方に顔の見える活動をさらに進めてまいりたい
と思います。

６月９日（金）18時30分
より舞鶴勤労者福祉セ

ンターにおいて全舞鶴勤労者
福祉協議会第53回通常総会を
開催しました。実出席者19名、委任状17名、合計36名

福知山地区

舞 鶴 地 区

で成立宣言を行いました。
　小西理事長代行の挨拶のあと、来賓として、京都労
福協・村岡事務局長、中丹広域振興局・嵯峨根農林商
工部長、多々見舞鶴市長にそれぞれお祝いのご挨拶を
いただきました。
　ご来賓退場後、議事に入り平成28年度の事業報告及
び決算報告をし、満場一致で承認されました。平成29
年度も京都労福協の活動方針に基づき、労働福祉活動
の強化推進、更には全舞鶴労福協独自の事業（スポー
ツフェア・各種セミナー・勤労者美術展）を開催する
こと、新しい福祉制度への取り組みを実施することを
確認しました。予算案についても満場一致で承認され、
その後役員の任期満了により改選を行い、満場一致で
承認されました。
　新役員を代表し、長柄新理事長に挨拶をいただき、
平成29年度も役職員が一丸となり邁進していくことを
確認し閉会しました。� 以上

2017年６月22日（木）に近畿労働金庫長岡支店会
議室に於いて乙訓地区労働者
福祉協議会第42回定期総会を
開催しました。
　来賓の京都労働者福祉協議会会長の橋元様、連合乙
訓地域協議会事務局長の松田様、乙訓地区労働組合協
議会副議長の井上様、近畿労働金庫京都地区統括本部
長の中川様、全労済京都府本部事業推進部長の大久保
様からお祝いのご挨拶を頂戴しました。
　総会では2016年度活動報告、2016年度会計報告およ
び会計監査報告が満場一致で確認されました。2017年
度活動方針、2017年度予算、2017年度役員体制につい
ても満場一致で承認されました。乙訓地区労福協では
活動方針に則って、各種関連事業団体との連携を図り
利用促進に向けた取り組みを強化します。乙訓２市１
町（長岡京市、向日市、大山崎市）への自治体要請を
行い、地域勤労者の課題解決に取り組みます。また、
会員の健康増進、親睦・交流を深めるため、ボーリン
グ大会やチャリティイベント、ライフプランセミナー
などを開催して参りますので、会員の皆様のご協力を
よろしくお願い致します。

口丹地区労働者福祉協議会は、2017年６月29日
（木）18：30からガレリアかめおか２階会議室

乙 訓 地 区

口 丹 地 区

において、『第23回　定期総
会』を開催しました。大西副
会長の挨拶で開会が宣言され、
議長・議事運営委員・資格審
査委員・書記の各委員の任命
に続いて、代議員10名のうち
出席者６名、委任状３通で総会成立要件を満たしてい
ることが確認されました。まず初めに俣野会長の挨拶
があり、続いて京都労働者福祉協議会の橋元会長より
祝辞を賜った後、議事に入りました。事務局より2016
年度の活動経過と会計決算を報告し、2017年度の活動
方針（案）と予算（案）について提案し、満場一致で
採択されました。
　第２部では『Well Fair自主福祉の集い』と題して、
産業カウンセラーの武田さんによる『セルフケア』に
ついての学習会を開催しました。ストレス社会である
現代において、ストレスの原因が何なのか、いかにそ
のストレスを自身のパワーに変えるのかについて講義
を頂き、大変有意義な時間となりました。� 以上

６月16日～17日に、熊本
県「リバーサイドホテ

ル熊本」の会議室において、
第26回定期総会ならびに福祉
研修会を開催しました。
　総会では、川戸副会長の開会挨拶で始まり、議長に
城南衛生管理組合労働組合・三木書記次長を選出、来
賓として全労済京都府本部　南部支所・坂内支所長に
ご出席を賜り、また、京都労働者福祉協議会・橋元会
長、近畿労働金庫京都地区統括本部・中川本部長、城
陽市奥田市長からお祝いのメッセージをいただきまし
た。
　主催者を代表して、山本会長より今回の総会を熊本
の地で開催するにあたり、各自治体の会員の方にも多
数のご参加を頂いたことを含めた出席者への御礼と、
1995年１月17日に発生した阪神淡路大震災以降、日本
は地震大国と言って良いほど各地で大地震が発生して
いる。M7クラスの地震は、阪神淡路大震災から14回
発生しており、14回目がこの熊本になる。本総会終了
後、明日も含め被災地を視察します。熊本地震から１
年数ヶ月経ったが、現地で起こったこと、今、私たち
にできること、そして、この地震大国で今後生活する
にあたり、どのようにすれば良いか等、是非、今回学
んで頂きたいとの会長挨拶がありました。

南山城地区

　その後、第１号議案「2016年度活動報告と会計報告」、
第２号議案「2017年度活動方針案」、第３号議案「2017
年度予算案」、第４号議案「役員体制案」、すべての議
案について満場一致で承認され2017年度の活動がス
タートしました。

６月９日（金）に新都ホテルにて第41回の定期総
会を開催致しました。来賓として京都労福協の

橋元会長にご出席いただき、冒頭のご挨拶を頂戴致し
ました。その中で「労福協の活動は何をやっているの
か。地域の中で大きく活動していき、労福協の活動を
メジャーへ変えていかなければならない。」と鼓舞し
ていただき、そのことを認識致しました。社会情勢に
応じたものを取り入れ、合わない物は見直していくこ
とを視野に入れ、今後の伏見地区の活動を更に進めて
いく2017年度の活動方針としていきます。今後とも困
難な課題がたくさんありますが、会員組織の皆様のご
協力を頂きますようよろしくお願いします。
　総会終了後は、会員さんの横のつながりを大事にす
ることを目的に、懇親会を開催させて頂きました。懇
親会の最後に、今後この伏見地区労福協が10年、20年
と更に大きく活躍していることを誓い合い無事に終了
することが出来ました。出席された皆さん、お疲れ様
でした。

５月26日（金）、京丹後市峰山町のプラザホテル
吉翠苑に於いて、来賓に京都府丹後広域振興局

　商工労働観光室長　高屋様、京都労働者福祉協議会
　橋元会長様・村岡事務局長様、宮津地区労働者福祉
協議　藤原会長にご臨席いただき、第17回定期総会が
開催されました。
　総会では、2016年度活動報告及び会計ならびに会計
監査報告、2017年度活動方針案および予算案等すべて
の議案が、満場一致で承認されました。
　2017年度は、前年度に引き続き、宮津地区労働者福
祉協議会と連携し、自治体要請行動やグランンドゴル
フ大会などに積極的に取り組むこと、また会員相互交
流促進の為に健康福祉ボウリング大会やメーデー前夜
祭等を取り組むことが確認されました。
　尚、今年度の役員改選はありませんでしたので、前
年度と同じ役員体制で推進していくことが満場一致に
て承認されました。

伏 見 地 区

丹 後 地 区

大ホールと中小会議室 全１５室（１４名様～３４２名）

趣味の会や会議・研修などでお気軽にご利用ください。

公益財団法人

京都労働者総合会館 ラボール京都
〒604-8854 京都市中京区壬生仙念町30-2（四条御前）

TEL 075-801-5311
☆毎月第1・第3日曜日と12月30日～翌年1月4日は休館日となります。

http:// laborkyoto.jp
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